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本は新たな世界への扉
１０／２７(日)から１１／９(土)まで行われる読書週間が今年もやってきました。１９２４(大正１３)年に始まっ

たこの読書週間は、中断期間があったものの長い歴史を持っています。この週間をきっかけに読書の楽しさに目を
開かされたという人もたくさんいます。
みなさんは、読書は何のためにすると思いますか…。集中力がつくようになるし、学力も

つくでしょう。でも、一番の理由は、「心が広くなるように」ではないでしょうか。
私は、朝読書の様子を時々見せてもらっています。いいですね。静かに本を開いて集中

している人を何人か見かけます。少しの時間を見つけて、本に向かうのはいいことです。
一流の作者が書いた本の中には、普通には体験できないような不思議で感動的な世界が広がっています。
すぐにその世界に心がスーッと引き込まれ、感動体験を通して心が広くなっていきます。特に、若いみなさんは柔
軟で感受性豊かな心を持っています。すばらしいもの、すごいもの、美しいもの、きれいなもの、一流と言われる
ものにできるだけ多く触れてほしいです。
本の世界には限りない広がりがあります。人類の進歩は本と共にあり、個人の成長も読書によるところが大きい

のです。読書は時間と空間を超えた体験と豊かな知識を身につけたり、他者との対話によって多様な考えを深め、
自己を見つめ直したりできる素晴らしい営みです。
「灯火親しむべし」この秋の夜長、まず本を手にとってみましょう。
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